
 

 

清須市消費生活センター センター長  三宅 祥夫  

相 談 員   松永 恵子 

 

 

１． 清須市消費生活センターの案内 (資料３－１) 

 

２．高齢者・見守り者向け出前講座の案内 

 

３．高齢者に多い消費者トラブル （資料 ３－２） 

悪質業者が狙う、高齢者の三大不安要素 → 「お金」 「健康」 「孤独」への不安 

 

（１） 点検商法 (屋根、分電盤、ブレーカー、給湯器などの点検) 

  ◆ 令和３年と比べ相談が 2.7 倍増加 （令和 8 年版消費者白書） 

 

(２) 通信販売 （ネット通販、 テレビ番組 ・ 広告やチラシを見て電話やハガキで申し込む） 

◆ お試しで注文したつもりが定期購入だった(健康食品、化粧品) 

 

（３） 公的機関を名乗る不審な電話 

◆ 常に留守番電話に設定、国際電話の休止手続き、特殊詐欺対策アプリの活用 

 

(４) その他  

◆ 貴金属の買い取り、新聞の勧誘、住宅のリースバック、高齢者サポートサービス、 

多重債務・生活困窮 

 

４．消費生活センターと関連機関との連携例 

◆ 地域包括支援センターへの情報提供と協働 

◆ 成年後見支援センターへの助言によるトラブル解決 

◆ 西枇杷島警察との連携 (相互で相談者を案内) 

◆ 社会福祉協議会への情報提供、出前講座の実施依頼 

◆ 司法書士相談 → 相談を案内(法的見解を得る、債務相談など) 

 

５．高齢者の消費者トラブルの特徴 

「トラブルに遭っていることに気づきにくい」 「被害に遭っても相談しない」傾向がある 

→ 発覚が遅い → 家族、地域、関連機関の協力が必要 

 

周囲の見守り → 「気づき」 「声掛け」 「相談機関へつなぐ」 

→ 消費者被害の未然防止・被害拡大防止へ！ 

 

引き続きご協力をお願いいたします。 

 

 


